
 大分県医療ロボット・機器産業協議会では、看護関
連機器開発部会を立ち上げ、「我慢させない看護」の
実現を目指し、看護現場と県内ものづくり企業による
機器開発を推進しています。 
 本セミナーでは、現役看護師としてデザインを取り
入れた医療器具開発を手掛ける株式会社メディディア
医療デザイン研究所の山本典子氏にご講演いただくと
ともに、看護師と連携した製品開発事例、看護現場の
現状やヒヤリハット事例等の紹介を行います。 
 看護関連機器開発に関心のある企業、医療機関、大学、
行政関係者等の交流の機会にもなりますので、皆様ぜひ
ご参加下さい。 

プログラム 

［日  時］平成２９年８月３１日（木） １４：３０～１６：３０ 
［会  場］ホルトホール大分 ２０１・２０２会議室 
［参 加 費］無料 
［申込方法］裏面申込書に必要事項を記載の上、ＦＡＸにてお申込み下さい。 
［申込期限］平成２９年８月２５日（金） 

１．開会挨拶 
 

２．基調講演 看護・ものづくり・デザインの融合（仮題） 
      株式会社メディディア医療デザイン研究所 代表取締役 山本 典子 氏 
 

３．セミナー１ 看護師との協働による製品開発事例（仮題） 

      ～看護現場の課題解決！医療用ｽﾀｯｷﾝｸﾞｶｰﾄ・後方連結型点滴ｽﾀﾝﾄﾞの開発～ 
               泉株式会社 樹脂事業部 東京樹脂課 阿部 晃之 氏 
 

４．セミナー２ 看護現場の現状とその課題（仮題） 

          社会福祉法人別府発達医療センター 看護部長 中尾 さつき 氏 
 

５．閉会 

［問合せ先］大分県医療ロボット・機器産業協議会事務局 担当 徳丸 
      TEL：097-506-3272 ／ FAX：097-506-1753 
      e-mail：tokumaru-kiyohisa@pref.oita.lg.jp 

大分県医療ロボット・機器産業協議会 



企業・団体名 

所属・役職 参加者氏名 

所属・役職 参加者氏名 

所属・役職 参加者氏名 

電話番号 

E-mail 

平成２９年  月  日 

大分県医療ロボット機器産業協議会 事務局 宛 
（ＦＡＸ ０９７－５０６－１７５３） 

平成２９年度看護とものづくり連携セミナー 参加申込書 

株式会社メディディア医療デザイン研究所 
            代表取締役 山本 典子 氏 
 
京都市生まれ。看護師・救急救命士・保育士・福祉住環
境コーディネーター。看護師歴18年。 
平成１８年5月創業し、現役看護師として医療現場の課
題解決にデザインを取り入れた医療器具開発を手掛ける。
開発商品のうち、「きるる」は平成19年にグッドデザイ
ン賞2007受賞、 「div stand feel」は平成22年にグッ
ドデザイン賞2010、キッズデザイン賞2010を受賞。 

講師紹介 

［同社による開発製品］ 

大分県医療ロボット・機器産業協議会 


